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＜概要＞
１．サービス設計において，より良いサービスを提供するための設計値

の決定は設計者の試行錯誤に頼るところが大きい
２．設計値に制約条件がある場合，複数の設計値間で矛盾や競合を避

けて有用な設計値を決定することは非常に困難であり，設計者に
とって大きな負担

３．本研究では，設計効率の向上を目的として，計算機によるサービス
設計のための設計値決定支援システムを提案

４．提案システムは，離散・連続混合システムのモデリング・シミュレー
ションツールである場面遷移ネットを用いたサービスフローシミュ
レータと，目標計画法に基づく設計値探索ツールで構成

５．まずサービスフローシミュレータにより設計されたサービスの流れに
対し，新たに開発した解析ツールを用いて設計値情報を抽出

６．次に同じく開発した設計値探索ツールにより，複数の設計値情報を
決められた制約条件に従い，設計値間の矛盾や競合が発生せず，
かつ目標関数の条件を満足するような設計値の候補を自動的に導
出し，設計者に提示

７．本提案システムを利用した結果，どの程度サービスの設計効率の
向上が実現されるかを評価・考察
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